
課題 目標 施策 2023年度実績

気候変動へ
の対応

CO2削減

Scope1、2原単位 
（2020年度比）
2030年度まで 
調剤薬局事業 
1店舗あたり30%減
医薬品製造販売事業 
生産1億錠あたり30%減

2050年度まで 
カーボンニュートラル

  店舗電灯LED化 
2023年度100店舗 
2024年度200店舗（予定）

CO2削減量
1店舗当たり 29.9%減

  ソーラーパネル設置
  カーボンニュートラル 
都市ガス導入

CO2削減量
1億錠当たり 23.7%減

エネルギー
転換

再生可能エネルギー比率
向上   自家発電

  再生可能エネルギーへの転換
再生可能エネルギー比率
4.5%

サーキュラー
エコノミーへ
の寄与

廃棄物
リサイクル リサイクル対象を拡大

マテリアルリサイクル実地
  PTP シート
  汚泥
  廃棄物の回収、再生、再利用
  ファイバードラムの使用

処理量／全廃棄量
  PTPシート25.0% 
（2023年8月～ 2024年3月）
  汚泥27.3% 
（2023年度）

　当社グループは、サステナビリティを中長期的な企業価値向上に向けた経営戦略の重要事項と

して位置付け、持続可能な社会課題の実現に向けた取り組みを実施しております。

　2023年度は、調剤薬局店舗におけるLED化の推進、医薬品製造販売事業におけるPTP包装

廃材のマテリアルリサイクル、つくば工場への太陽光発電の導入等、環境負荷の低減に向けた資

源の循環利用に取り組んでまいりました。また、これら気候変動への対応をはじめとする取り組

みや情報開示等を進めた結果、ESG（環境・社会・ガバナンス）について優れた対応を行っている

日本企業を対象とした指数「FTSE Blossom Japan Index」および「FTSE Blossom 

Japan Sector Relative Index」の両構成銘柄に2年連続で選定されております。

　今後の中長期的な取り組みとしては、当社グループの持続的成長および企業価値向上に資す

るKPIを設定するとともに、気候変動への対応やサーキュラーエコノミーへの寄与など、環境分

野をはじめとしたサステナビリティの取り組みをさらに推進していきます。今後も「すべての人の『生

きる』に向き合う」という使命を掲げるヘルスケアグループとして、社会課題の解決に貢献すると

ともに、長期的視点に立った企業成長を実現することで、ステークホルダーの皆さまのご期待に

応えてまいります。

　当社はサステナビリティ基本方針にのっとり、サステナビリティ経営を行っています。サステナ

ビリティにおける重要事項の決定は取締役会が行います。また、取締役会の直属の機関としてサ

ステナビリティ委員会を設置しています。代表取締役社長が委員長を務める本委員会は、原則と

して1事業年度に2回以上開催し、特定したマテリアリティに対する取り組みの進捗の総括と評価、

事業戦略への落とし込み、国際的なガイドラインの遵守、参画の協議などを行い、適宜、取締役

会に報告・答申します。サステナビリティの取り組みは責任部門を明確にし、グループ会社を含む

各部門が進めています。サステナビリティ課題に対する執行機能はサステナビリティ統括室が担い、

各部門と連携しながら着実に取り組みを進める体制を構築しています。

サステナビリティ推進体制

サステナビリティ委員会の活動状況

取締役会

サステナビリティ統括室

各部門（グループ会社含む）

サステナビリティ委員会

委員長：代表取締役社長
  サステナビリティ経営の基本方針の策定
  マテリアリティの定期的な見直し
  マテリアリティに対する取り組みの進捗の統括と評価

  事業戦略への落とし込み
  国際的なガイドラインの遵守、参画の協議

  開催回数 3回

  主な議論の内容
  マテリアリティのKPI見直し
  TCFD提言の賛同、Scope1、2、3の算定・開示、
CO2削減施策の検討

  サステナビリティ評価のギャップ分析
  倫理行動指針の改定

  人権方針、環境方針、調達基本方針、サプライ
ヤー行動規範の策定

  環境リスク、人権リスクへの対応
  人的資本経営の推進

サステナビリティ委員会の活動状況（2023年度）

サステナビリティ戦略

監督

指示

連携

報告・答申

報告

医薬品製造販売事業

医薬品製造販売事業

医薬品製造販売事業

調剤薬局事業

「長期ビジョン2035」におけるサステナビリティ目標

サステナビリティ経営
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FTSE Blossom Japan Index /
FTSE Blossom Japan Sector Relative Index銘柄組み入れの継続

教育コンテンツ「SDGsラジオ」コンテンツ配信

　サステナビリティ情報をステークホルダーの皆さまに網羅的に開示することを目的に

「Sustainability Data Book」を公開しています。サステナビリティ基本方針、推進体制等、サス

テナビリティマネジメントの詳細につきましてはこちらをご覧ください。

　継続的な企業価値向上と社会的な要請を踏まえ、ガバナンス体制の充実や人的資本開示を積

極的に実施しております。

サステナビリティ開示体系サステナビリティロードマップと今後の主要ToDo

サステナビリティ経営への取り組み

これまでの取り組み

 サステナビリティマネジメント

 コーポレート・ガバナンス

  コンプライアンスとリスクマネ
ジメント

 環境

 人権と労働基準

 サプライチェーンマネジメント

 顧客への責任

 地域コミュニティとの関わり

データブック掲載内容 サステナビリティデータブック

サステナビリティサイト

2021 2022 2023 2024

時間軸

サステナビリティ委員会 /  
サステナビリティ統括室の設置

12月

現在

（年度）

2024年度の取り組みと成果

新しい長期ビジョンの発表とさらなるサステナビリティ経営の推進

マテリアリティの発表
12月

TCFD提言に賛同
7月

Sustainability Data Book 
による情報開示を開始

12月

FTSE 2銘柄組み入れ6月

国連グローバル・ 
コンパクトへの署名

8月

CDP質問書 Bランク取得7月

TCFD提言の賛同、社内CO2情報開示
（Scope1、2、3の算出と開示）

8月

FTSE 2銘柄組み入れの継続7月

教育コンテンツ「SDGsラジオ」 
コンテンツ配信

7月

新しい長期ビジョンの発表と 
さらなるサステナビリティ経営の推進

9月

 トップコミットメント

  サステナビリティ基本方針と
推進体制

  特定したマテリアリティ

  サステナビリティデータ・各種
方針

 SDGsとの関わり

 ESGにおける取組み

サステナビリティサイト掲載内容

https://www.nicho.co.jp/corporate/sustainability/databook/

https://www.nicho.co.jp/corporate/sustainability/

サステナビリティ経営
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https://www.nicho.co.jp/corporate/sustainability/databook/
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